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夏
も
終
り
　
随
兵
が
秋
連
れ
て
来
る

く
た
び
れ
儲
け
　
間
伐
材
が
二
百
円

く
た
び
れ
儲
け
　
水
も
出
じ
ゃ
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ

く
た
び
れ
儲
け
　
投
網
は
川
の
大
掃
除

天
国
と
地
獄
　
一
票
差
で
ん
議
員
さ
ん

薄
と
れ
え
　
大
先
生
は
止
め
て
呉
れ

夏
も
終
り
　
特
訓
せ
な
ん
ポ
イ
ン
タ
ー

治
療
中
　
車
輛
保
険
で
足
る
ど
う
か

層
ν

句

栢
（怖
”希僻
庭
のヽ
サ
ル
ビ
ヤ
檄
いヽ
え
款
Ｉ
え

台
風
が
気
に
か
か
り
つ
つ
恵
雨

悠
然
と
嵐
の
中
の
蝸
牛

雷
鳴
に
昼
寝
の
夢
も
サ
ッ
と
消
え

秋
茄
子
の
ほ
ど
良
く
焼
け
て
も
て
な
さ
れ

台
風
の
来
て
電
気
気
に
し
つ
乳
搾
り

領
域
を
越
え
い
し
南
瓜
や
る
と
云
ふ

仏
前
に
秋
の
鮫
あ
り
て
朝
勤
行

と
う
き
び
の
葉
擦
れ
開
き
つ
つ
塵
を
焼
く

心
地
良
し
手
で
掬
い
飲
む
岩
清
水

高
原
の
夜
風
は
涼
し
虫
の
秋

夕
月
や
供
の
星
数
少
な
く
て

出
穂
の
田
や
風
す
い
す
い
と
絶
ゆ
る
な
く

人 口

-8月 31日現在―

9,018人 晏 ::!1::::炎

世帯数………………・2,600

転入 55  出生 12

転出 
“

  死亡 7

民
文
芸

肥

後

狂
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阿
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御
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火
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岡
木
馬
原
松
野
林
田
石
田
林篠
田
捕
塚

琴
司
馬
笑
笑
声
一
士層

詩
朗
不
忘
凡
才
南
天

後
藤
　
　
固

阿
部
タ
ツ
エ

白
石
　
政
憲

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
隆

後
藤
　
チ
エ

後
藤
　
法
龍

本
田
　
訓
子

後
藤

春
嵐

野
尻
さ
だ
む

野
尻
　
誓
道

熊
谷
起
代
女

森

原

通

前

旭

●●
″
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

秋
晴
れ
　
高
森
保
育
園
で
運
動
会

高
森
保
台
園

（杉
田
紀
久
子
日
長
、　
一
二
七
人
）
で
は
九
月
二
十
九
日
運
動
会
が
行

わ
れ
、
午
前
九
時
の
開
会
式
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
、
観
覧
席
は
心
づ
く
し
の
弁
当
を
持

っ
て
詰
め
か
け
た
父
母
ら
で
い
っ
は
い
に
な
り
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
人
気
も
正
午
前

に
は
す

。
か
り
晴
れ
Ｌ
が
い
、
遊
戯
、
徒
競
争
、
に
入
れ
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
、
園

児
た
ち
の
元
気
な
声
が
秋
の
中
に
こ
だ
ま
―
て
い
ま
し
た
ぃ

ヽ
ヽ
「

◎
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

▽
高
森
∵
下
町
の
岩
下
弘
三
さ
ん
か
ら

（父
、
友
時
さ
ん
・
７５
歳
死
去
）

（母
、
ア
サ
エ
さ
ん
。
８４
歳
死
去
）

▽
上
色
見

。
西
中
原
の
佐
伯
阿
蘇
二
さ

ん
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（養
父
、　
一
馬
さ
ん
。
９１
歳
死
去
）

▽
高
森

・
村
山
の
田
上
ス
ズ
さ
ん
か
ら

（夫
、
績
さ
ん
。
７８
歳
死
去
）

▽
高
森

。
昭
和
の
石
田
正
光
さ
ん
か
ら

（妻
、
ヤ
ス
子
さ
ん
。
５８
歳
死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
草
部

。
宮
原
の
芹
口
昭
也
さ
ん
か
ら

病
気
見
舞
の
返
礼
に
か
え
て

正

S60.8.1～ 8.31 受付

老
二
人
ひ
そ
と
住
み
な
す
夜
々
の
月

け
な
げ
に
も
実
を
結
び
た
る
迫
田
か
な

子
等
発
ち
て
常
の
暮
し
や
鰯
雲

客
の
無
き
バ
ス
に
尾
花
の
招
く
よ
に

そ
れ
な
り
の
草
の
実
り
に
露
し
と
じ

草
村
あ
つ
代

馬
原
そ
の
女

草
村
　
鶴
代

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

和

二

乃

一
也

一　
華

志

美

誠

由

章

史

惣

晴

正

徳

一
義

夫

光

二

男

孝

章

章

幸

保

祐

正

上

下

井

下

庄

田

崎

村

岩

瀬

岩

古

西

長

村

神

原

鳥

上

鳥

山

在

和

倉

小

天

小

山

井

山

村

上

昭

▽
上
益
城
郡
益
城
町
在
住
の
福
本
宗
雄

さ
ん
か
ら
、
敬
老
会
の
お
礼
に

▽
野
尻

・
川
上
の
瀬
井
千
代
蔵
さ
ん
か

ら
、
金
婚
記
念
に

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▽
上
色
見

・
西
中
原
の
佐
伯
阿
蘇
二
さ

ん
か
ら
、

「
根
子
岳
会
」
と

「
和
楽

〈
ム
」
　
へ

▽
高
森

。
昭
和
の
原
恒
三
さ
ん
か
ら

「
昭
和
会
」

ヘ

▽
高
森

・
下
町
の
岩
下
弘
三
さ
ん
か
ら

「
楽
友
会
」

ヘ

▽
下
切

・
下
切
の
工
藤
貞
光
さ
ん
か
ら

「
明
寿
会
」

ヘ

▽
下
切

・
ド
切
の
甲
斐
茂
さ
ん
か
ら

「
明
寿
会
」

ヘ

▽
高
森

。
昭
和
の
石
田
正
光
さ
ん
か
ら

「
昭
和
会
」

へ

（一‐」一）

ヽ

‥
ヤ
ー
゛
ノ

´

″
は
中
】
、

`ゝ
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お も な 内 容

□ 老人実態調査結果まとまる……………

□ 10月 20日 、参議院議員補欠選挙………

□ 地震想定し防災演習……………………

□ 盛大に合併20周年祝う (高森町農協)

□ 美容と健康に汗流す……………………

□ 中央公民館だより………・………………

(寄 )

【出  生】

(住所) (保護者) (出生児)(性別)(卑月告)
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３０

３‐

３‐

１
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３

３

４

７

８

‐０

″
男

女

″
男

女

男

″

″

女

男

荒牧 伸一
中村  稔
鹿子木隆文

本田  久
甲斐 光昭

女S60.7

76 S60.8.6

83     8.10

87    8.14

87     8.19

84     8.23

91     8.29

78    8.30

か

美

人

や
　
　
　
緑

さ

仁

隆

●   ●
⌒

C嘱日号年月■ｎＵ４１１ａｇ
【死  亡】

(住所)(遺 族)(儒)(死亡者)(本)(年月盲)
休ノ右
宅
二
）

10
月
6
日

10
月
13

月
20

月
10

11

日
3
日

11 10  10 10
月

２７

火
事

。
救
急
車
は
８
１
１
９

ヘ

月
4

・(a(3)

… … 0
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……(6)
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牧 戸
村 山
津 留
旭 通

下 町

西中原

村 山

瀬井 六男
永戸 フデ
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岩下 弘三
佐伯阿蘇二

田上 スズ
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地
域
の
核
と
し
て

十
年

戦
後
め
ざ
ま
し
い
経
済
の
発
展
に
よ

っ
て
、
生
活
文
化
は
著
し
く
向
上
し
ま

人

ら

γ

１
一爆

Ｌ

社

倉

ク

ラ

ウ

ン

ズ

記
念
誌
を
発
行
し
盛
大
に
祝
う

町
で
は
、
老
人
福
祉
対
策
の
資
料
に
す
る
た
め
、
六
十
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
実
態
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ｏ
こ

の
調
査
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
協
力
で
行
い
、
千
八
百
二
十
九
人
の
う
ち

千
二
百
三
十
五
人
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（回
答
率
六
七

・
五
一で
）

今
後
は
、
将
来
訪
れ
る
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
調
査
結
果
を
基

に
制
度
の
見
直
し
や
改
善
を
行
い
な
が
ら
老
人
福
祉
の
向
上
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

，
利
用
し
た
い
で
す
か

○
必
要
が
な
い
と
答
え
た
人
の
意
見

▽
家
族
と
同
居
し
て
い
る
　
▽
近
く

に
子
供
た
ち
が
い
る

①
支
給
時
期
は
ど
う
で
す
か

町
の
敬
老
年
金
の
受
給
者
は
回
答
者

の
約
二
割
と
思
わ
れ
ま
す
。

時
期
に
つ
い
て
は
、
七
八

・
五
で
の

人
が
現
在
の
年
二
回
で
よ
い
と
回
答
、

年

一
回
を
希
望
す
る
人
が

一
六
絆
、
年

②

一
人
暮
ら
し
老
人
の
将
来
の
希
望

将
来
は
施
設
に
入
所
し
た
い
と
答
え

た
人
が

一
七
で
、
子
供
な
ど
の
扶
養
者

と
同
居
し
た
い
と
答
え
た
人
が
三
五

・

七
で
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
人

（回
答
が
な
か
っ
た
人
）
が
四
三
ギ
い

ま
す
。

③
住
ん
で
い
る
住
宅
は

九
五

・
九
い「
の
人
が
持
ち
家
に
住
ん

で
い
ま
す
。

④
電
話
は
あ
り
ま
す
か

九
七

・
二
で
の
世
帯
に
電
話
が
あ
り

ま
す
。

⑤
世
帯
の
生
活
費
は
何
で
す
か

七
八
・
六
で
の
世
帯
が
年
金
で
、
三

し
た
が
、
反
面
、
心
の
ふ
れ
合
う
場
を

失
い
、
連
帯
の
意
識
が
う
す
れ
て
い
く

の
を
心
配
し
た
草
部
の
青

年
層
が
、
五
十
年
に

「社

倉
ク
ラ
ウ
ン
ズ
」
を
結
成

今
年
、
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
当
初
は
専
ら
ス
ポ
ー
ツ

行
事
に
力
を
注
い
で
い
ま

し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
は
地
域
全
体
の
輸
を
広

げ
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

を
思
い
、
盆
踊
り
、
鬼
火

た
き
な
ど
伝
承
行
事
の
復

活
や
美
化
作
業
に
も
取
り

組
み
、
現
在
で
は
会
員
も

二
十
七
人
と
な
り
、
地
域

の
中
核
的
な
役
割
り
を
果

た
す
よ
う
に
な

り

ま

し

た
。今
年
の
七
月
に
は
、
杉

。
ニ
ギ
の
世
帯
が
仕
送
り
で
生
活
し
て

い
ま
す
。

Ｃ
制
度
を
知

っ
て
い
ま
す
か

の
間
伐
材
を
利
用
し
て
会
員
の
手
で
掲

示
板
を
製
作
し
、
地
区
内
の
町
道
と
農

免
道
路
と
の
交
差
点
付
近
に
設
置
し
ま

し
た
。
幅
二
・
五
メ
、
高
さ
二
・
二
材

で
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
身
近
な
掲

示
板
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
年
目
を
迎
え
、
過
去
の
歩
み
を
ふ

り
返
り
、
今
後
の
活
動
を
捉
進
す
る
た

め
記
念
誌
を
発
行
、
こ
の
ほ
ど
記
念
式

典
を
開
き
ま
し
た
。

記
念
誌
は
Ｂ
五
版
、
八
十
七
ペ
ー
ジ

社
倉
で
幼
い
日
々
を
過
ご
し
た
岩
下
潔

さ
ん

（前
高
森
小
学
校
長
）
の
思
い
出

を
は
じ
め
、
会
員
の
反
省
と
今
後
の
決

意
な
ど
十
年
の
歩
み
が
ま
と
め
ら
れ
た

立
派
な
も
の
。

式
典
は
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に

約
六
十
人
が
出
席
し
て
開
か

れ

ま

し

た
。
ま
ず
会
長
の
甲
斐

一
郎
さ
ん
（二
一）

が

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

村
お
こ
し
の
た
め
に
努
力
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
永
年
に

わ
た
り
会
の
発
展
に
尽
力
し
た
阿
南
元

光
さ
ん
（六
・）
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
草
部
吉
見
神
社

の
神
楽
伝
承
に
努
力
し
て
い
る
会
員
た

ち
に
よ
る

「岩
戸
開
き
の
舞
」
や
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
作
り
運
動
の
推
進
が
強
く

要
望
さ
れ
る
今
日
、
十
年
前
か
ら
自
主

的
な
組
織
で
地
域
の
活
性
化
に
若
い
力

を
発
揮
し
て
い
る
社
倉
ク
ラ
ウ
ン
ズ
の

今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待

さ

れ

ま

す
。

会員の手で作られた掲示板

敬
老
会
に
は
大
部
分
が
満
足

必1要 がない

17%

移動図書巡回日程

●   ●

●   ●
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・
li■ :「 1111

移
動
図
書
巡
回

期
　
　
日

１０

月

２４

日

１０

月

２５

日

″

十
月
の
移
動
図
書
巡
回
を
、
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

健
寿
大
学
草
部
北
部
教
室

暮
ら
し
の
中
の
俳
句

草
刈
り
し
中
の
百
合
持
ち
墓
ま
い
り

闇
深
し
星
ま
で
届
く
稲
光
り

墓
掃
除
兄
と
先
祖
の
は
な
し
す
る

雷
も
た
ま
に
は
欲
し
い
野
菜
畑

大
か
ば
ち
ゃ
だ
け
は
育
ち
て
け
か
ち
年

と
う
き
び
の
な
か
な
か
噛
め
ぬ
入
れ
歯
か
な

新
聞
を
読
み
つ
つ
い
つ
か
昼
寝
か
な

足
運
ぶ
学
び
の
坂
に
汗
流
す

さ
わ
や
か
に
朝
の
体
操
こ
こ
ち
よ
し

健
寿
わ
れ
百
日
紅
に
き
お
い
け
り

山
家
な
る
老
の
独
り
居
長
昼
寝

野
菜
取
り
一
寸
木
蔭
で
一
卜
休
み

草
原
の
中
に
育
ち
て
百
合
の
花

初
秋
の
実
り
楽
し
み
野
良
仕
事

夏
休
み
子
等
も
手
伝
い
野
菜
取
り

レ
ー
ル
バ
ス
走
る
夏
阿
蘇
待
ち
遠
し

配

本

場

所

時

役
場
草
部
出
張
所
前

農
協
草
部
北
部
支
所
前

役
場
野
尻
出
張
所
前

農
協
河
原
支
所
前

農
協
色
見
支
所
前

農
協
上
色
見
出
張
所
前

高
森
町
農
協
前

旧
役
場
庁
舎
前

畜
協
前
広
場

１０
時
００
分
２
１０
時
３０
分

１１
時
００
分
２
Ｈ
時
３０
分

１３
時
００
分
２
１３
時
３０
分

１４
時
００
分
′
１４
時
３０
分

１０
時
００
分
２
１０
時
３０
分

――
時
１０
分
２
同
時
４０
分

１２
時
２０
分
２
１２
時
５０
分

１４
時
００
分
２
１４
時
３０
分

１４
時
４０
分
２
１５
時
１０
分

二
回
を
希
望
す
る
人
が
五

・
五
幹
あ
り

ま
し
た
ｏ

Ｏ
支
給
方
法
は
ど
う
で
す
か

○
そ
の
他
と
答
え
た
人
の
意
見

▽
金
融
機
関
の
口
座
振
り
込
み
に
し

て
ほ
し
い

本
田
　
恒
永

二
子
石
芳
馬

小
糸
　
善
長

阿
南
　
鉄
夫

桐
原
　
芳
春

佐
野
　
　
広

甲
斐
　
継
弘

池
田
　
文
夫

甲
斐
　
　
厚

小
糸
　
善
弘

本
田
千
鶴
代

本
田
あ
き
え

二
子
石
ス
マ
エ

木
円
ト
シ
エ

本
田
イ
ヨ
子

甲
斐
　
う
め

間

■
世
帯
の
構
成

433%
ιリッ
′
|

「、1 :i′

■
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お
知
ら
せ

の
ベ

只
グ
ニＳ
．ｃ

値

０ ０

０ ０

０ ０

００

０ 〇

一

〇 〇

〇 〇

，

５

，

４

，

５

　

，

０

，

８

一
　

，

５

，

５

安

１０
１７
２１

１１
１５
　
５
８

産
業
開
発
青
年
隊

の
隊

員

を

募

集

熊
本
県
で
は
、
産
業
開
発
青
年
隊
の

隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
応
募
資
格
　
十
八
歳
か
る
二
十
五
歳

ま
で
の
独
身
男
子
で
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

○
応
募
期
間
　
十
二
月

一
日
か
ら
六
十

一
年

一
月
二
十

一
日
ま
で

〇
提
出
書
類
　
▽
受
験
中
込
書
　
▽
健

康
診
断
書
　
▽
学
業
成
績
証
明
書

Ｏ
試
験
日
　
六
十

一
年
二
月
九
日

〇
修
得
科
目
　
学
科
の
ほ
か
、
土
木
施

工
、
測
量
、
建
設
機
械
の
運
転
と
実
習

○
修
得
資
格
　
大
型
特
殊
自
動
車
運
転

免
許
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
乙
種

火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
、
危
険
物
取

扱
主
任
者
、
建
設
機
械
施
工
技
能
検
定

証Ｏ
問
い
合
わ
せ
先
　
一０
八
六
一
―
四
二

下
益
城
郡
城
南
町
沈
日

一
六
六
七
　
・熊

本
県
産
業
開
発
青
年
隊

（
雪
〇
九
六
四

―
二
八
―
六
六
三

）

１１
月
１４
日
に
人
権

相
談
所
を
開
設

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
婦
人

・

障
害
者
等
、
人
間
関
係
を
め
ぐ
る
さ
ま

●
病
院
に
か
か
っ
て
い
ま
す
か

０

”

０

日

日

日

７

‐５

２５

今
月
の
町
の
支
払
日
は
右
の
と

お
り
で
、
支
払
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
、
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
人
権

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
次
の
と
お
り

相
談
所
を
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ゆ
日
時
　
十

一
月
十
四
日
　
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

け
場
所
　
高
森
町
中
央
公
民
館

（旧
町

民
セ
ン
タ
ー
）

社
会
保
険
出
張

相
談
所
を
開
設

熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
社

会
保
険
に
つ
い
て
の
出
張
相
談
所
を
開

き
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
、
厚
生
年

金
、
船
員
保
険
、
国
民
年
金
、
国
民
健

康
保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

勒
期
日
　
十
月
二
十
八
日
　
十

一
月
二

十
五
日

蒻
時
間
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で

蒻
場
所
　
高
森
町
役
場
二
階
第

一
会
議

奄
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
、
十
月

一
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
昭
和

二
十
二
年
、
赤
い
羽
根
を
受
領
証
に
全

国
的
に
募
金
運
動
が
始
め
ら
れ
た
の
が

起
こ
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
に
よ
る
資
金
は
、
県
内
の

21」 1111111

17%
.111、 :l lHI

11,%

●   ●

●   ●

２
か
か
っ
て
い
る
人
は
通
院
の
回
数

′サ||
2(ヽ %

3 111t l口

3.1'%

したい

14.7%

方ti支 liノ、11斤

Ｏ
困
ち
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

■
″

▽
医
療
機
関
が
遠

▽
汽
車
や
バ
ス
な

ど
の
交
通
の
便

が
悪
い

▽
通
院
の
た
め
の

交
通
費
が
か
か

る
▽
へ
き

地

の

た

め
、
通
院
の
た

め
の
交
通
手
段

が
無
い

火
災
現
場
は
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

阿
蘇
広
域
消
防
組
合

最
近
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、　
一

一
九
番

（火
災
専
用
電
話
）
を
使
っ
て
　
急
を
用
す
る
時
に
だ
け
使
用
で
き
る
専
　
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
を
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
　
用
電
話
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
こ
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
発
生
場
所
な
ど
の
間
い
合
わ
せ
　
は
、
休
日
在
宅
医
、
危
険
物
取
扱
者
試

一
一
九
番
は
、
火
災
発
生
、
交
通
事
　
は
、
火
災
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ

ス
　
験
な
ど
の
案
内
も
し
て
い
ま
す
。

故
な
ど
救
急
事
故
な
ど
の
発
生
で
、
緊

　

（
毬
〇
九
六
七
三
―
四
―
○
〇
九
九
）

Ｓ
Ｓ
ヾヾ

ヾ
ミ
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ヽ
Ｓ
ミ
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
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Ｒ
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Ｓ
一Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
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ヽ
一Ｒ
゛
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Ｓ
一Ｓ
Ｎ
ヽ
一ヽ
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ヾヾ
ヾ゙
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゛
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ヽ
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Ｓ
Ｓ
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ヽ
ヾヾ
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ヾ
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゛
＾ヽ
Ｓ
は̈
ヽ
ヽ

今
年
の
目
標
９７
万
５
千
７
百
円

の
配
分
を
受
け
、
社
会
福
祉
事
業
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

募
金
は
、
街
頭
募
金
、
戸
別
募
金
、

学
校
職
域
募
金
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法

で
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
運
動
は
押
し

つ
け
や
強
制
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
自
発

的
な
意
志
に
基
づ
い
て
進
め
ら

れ

ま

す
。今
年
の
本
町
の
目
標
額
は
九
十
七
万

五
千
七
百
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
目

標
達
成
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な
お
、
昨
年
度
の
配
分
金
は
、
寝
た

き
り
老
人
、
長
期
入
院
の
障
害
者
、
低

所
得
世
帯
へ
の
見
舞
金
な
ど
に
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
老
人
福
祉
施
設
の
有
料
化
は
ど
う
で
　
②
内
容
は
ど
う
で
す
か

す
か

①
万

一
寝
た
き
り
に
な
っ
た
ら
ど
う
し

ま
す
か

②
在
宅
老
人
福
祉
事
業
に
何
を
希
望
し

ま
す
か

・:′ ,他

「,|1/○
そ
の
他
と
答
え
た
人
の
意
見

▽
福
祉
事
業
の
Ｐ
Ｒ
が
ほ
し
い

各
種
民
間
社
会
福
祉
事
業
施
設
や
団
体

に
配
分
さ
れ
、
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の

援
護
の
た
め
に
、
ま
た
各
地
域
の
福
祉

の
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
本
町
の
募
金
は
目
標
額
九
十

二
万
九
千
円
に
対
し

一
三
三
・
二
で
の

百
二
十
三
万
八
千
七
百
三
十
六
円
の
実

績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
八
十

一
万
七
千
五
百
三
十

一
円

Ｏ
絶
対
に
困
る
と
答
え
た
人
の
意
見

▽
収
入
が
少
な
い
の
で
経
済
的
に
困
る

▽
扶
養
者
の
負
担
能
力
に
も
限
度
が
あ

り
、
老
人
が
家
族
か
ら
見
離
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配

○
そ
の
他
と
答
え
た
人
の
意
見

▽
敬
老
会
の
参
加
年
齢
を
七
十
五
歳
か

ら
七
十
歳
に
引
き
下
げ
て
ほ
し
い

０
会
場
は
ど
こ
が
よ
い
で
す
か

▽
年
金
額
を
増
や
し
て

▽
へ
き
地
居
住
者
に
対
す
る
、
通
院
の

た
め
の
交
通
費
割
り
引
き

▽
公
用
文
に
外
国
語
の
使
用
が
多
く
、

分
か
り
に
く
い

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
福
祉
施

設
の
ベ
ッ
ド
数
を
増
や
し
て

▽
核
家
族
化
が
進
ま
な
い
対
策
を
立
て

て
▽
若
者
と
の
交
流
の
場
が
ほ
し
い

▽
民
生
委
員
　
家
庭
奉
仕
員
に
よ
る
老

人
の
把
握
が
必
要

■ウ他
|12% ~

´
/イ1″
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値

００
００
００
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００
００
００

高

２１

２４

４８

１７

２ ３

５６

９

１６

9月 28日 市況 高森町森林組合

ス  ギ
長さ

4m

3n■

2111

径 級
7～ 13m
14～ 22
24´ ンヽ28

7～ 12
13～ 18
30以 上

7～ 14
16^‐ 28

ヒ ノ キ
4 1Υl  ll^ヤ 13

14^-22
24´ ンヽ28

31n   10^‐ 12
13^ツ 18
20´ レヽ28

2111    16^ν 28

61n   13～ 18
スギはやや高値。
く、一般材は横ばい

優良材特別市を開き

その他

33,000
31,500
34,100

22,200
31,900
35,600

14,000

48,000
ヒノキは
で した。
ます

35,100
65,200

良質材|
10月 28
が強
日は
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の
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県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
園
田
清
充

参
議
院
議
員
の
死
去
に
と
も
な
う
補
欠

選
挙
の
日
程
を
、
十
月
二
日
告
示
、
十

月
二
十
日
投
票
と
決
定
し
ま
し
た
ｏ

十
月
二
十
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。
本
町
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
十
七
の
投
票
所
で
自

書
式
投
票
を
実
施
し
ま
す
ｃ

だ
さ
い
。
対
象
と
な
る
の
は
天
神
、
上

町
、
横
町
、
下
町
、
昭
和
、
旭
通
地
区

で
す
。

け
本
庁

（役
場

二
階
）

へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
代
理
投
票

身
体
の
故
障
な
ど
に
よ
り
、
自
分
で

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に

″代
理
投

票
″
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■

在

宅

投

票

身
体
に
重
度
の
障
害

（両
下
肢
及
び

体
幹
、
心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸

器
）
の
あ
る
人
で
、　
一
級
か
ら
三
級
の

身
障
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て

い
る

人
、
ま
た
は
県
知
事
が
証
明
し
た
人
は

郵
使
に
よ
る
在
宅
投
票
を
す
る
こ
と
が

今
回
の
選
挙
か
ら
第
八
投

票

所

を

「
旧
役
場
庁
合
」
か
ら

「
旧
商
工
会
事

務
所
」
に
変
更
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

第8投票所の位置美容と健康に汗流す
美
容
と
健
康
づ
く
り
に
―
―
と
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
で
汗
を
流
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ

「
ヘ
ル
ス
キ
ー
ビ
ン

グ
ク
ラ
ブ
」
は
十
九
歳
か
ら
五
十
九
歳

ま
で
の
女
性
約
二
十
五
人
。
昨
年
の
春

商
工
婦
人
部
で
、
健
康
管
理
を
目
的
に

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
二
回
開
い
た
と

こ
ろ
好
評
で
、
続
け
た
い
人
た
ち
が
集

ま
り
発
足
し
た
も
の
で
す
。

ェ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、

一
九
六
八
年
に

ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
で
考
案
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
法
の
一
つ
。
酸

素
を
多
量
に
摂
取
し
な
が
ら
行
う
全
身

運
動
で
、
日
本
で
は

「有
酸
素
運
動
」

と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ッ
ス
ン
は
毎
月
第
二
、
四
水
曜
日

の
午
後
八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
一
時
間

熊
本
市
か
ら
専
門
の
指
導
員
を
迎
え
、

高
森
高
校
体
育
館
で
行
わ
れ

て

い

ま

す
。
軽
快
な
音
楽
に
乗
っ
て
全
身
を
動

か
す
た
め
過
激
な
運
動
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
全
身
汗
で
び
っ
し
ょ
り
に
な
り

ま
す
。
実
際
の
効
果
と
し
て
は
や
せ
過

ぎ
の
人
は
適
当
に
肉
が
つ
き
、
肥
満
の

人
は
そ
の
解
消
に
効
果
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

な
お
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
ら
始
め
て
も
簡

単
に
で
き
、
服
装
も
自
由
で
す
。
問
い

合
わ
せ
は
雷
二
―
〇
二
七
六
、
小
山
栄

子
さ
ん

（高
森

・
下
町
）

へ
。
男
性
も

ど
う
ぞ
と
い
う
こ
と
で
す
。

八
投
票
所
が

わ
り
ま
し
た

■

不

在

者

投

票

仕
事
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

当
日
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に

〃
不
在
者
投
票
制
度
″
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
不
在
者
投
票
は
本
庁
選
挙
管

理
委
員
会
及
び
草
部
、
野
尻
両
出
張
所

で
取
り
扱
ち
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

ヘルスキービングクラブ

エアロビクスで効果

エ ア ロ ビ ク ス で 汗 を 流 す 会 員

Jヽ

イ ハ
イ

第
八
投
票
所
を
旧
商
工
会
事
務
所
に
変
更

| |

||
+りt l、
」又 ｀

｀

ろ

い

ろ

な
Ｊ

票

制

度
Ｌ

毎
年
十
月
は

「豊
か
な
く
ら
し
と
住

み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便

貯

金

月

間
」
で
す
。

郵
便
貯
金
は
、
創
業
以
来
百
年
以
上

に
わ
た
り
、
身
近
で
安
全

。
確
実
な
貯

●   ●

●   ●

豊

か
な
く
ら
し
と

住
み
よ
い
社
会
を

郵
便
貯
金
月
間

蓄
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
ラ
イ
フ
・
サ
イ

ク
ル
に
合
わ
せ
た
結
婚
、

教
育
、　
マ
イ

ホ
ー
ム
資

金
、
老
後
の
生
活
資
金
な

ど
の
準
備
は
も
と
よ
り
、

不
時
の
出
費
に
備
え
て
の
貯
蓄
と
し
て

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郵
便
貯
金
は
住
み
よ
い
社
会

づ
く
り
の
た
め
、
主
と
し
て
次
の
よ
う

な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
公
営
住
宅
、
上
下
水
道
の
建
設

○
公
園
、
緑
地
、
公
害
防
止
な
ど
、
生

活
環
境
の
整
備

○
医
療
施
設
の
充
実
や
社
会
福
祉
施
設

の
整
備

〇
厚
生
福
祉
の
た
め
の
各
種
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充
実

○
学
校
、
図
書
館
な
ど
文
教
施
設
の
充

実
○
中
小
企
業
、
農
林
漁
業
の
援
助
、
育

成
と
そ
の
近
代
化

・
ヽ
―
ノ
／

、お
ば

あ
さ

ん

い
ら
つ
し
や
い

ハ
イ
、
こ
れ
も

あ
げ
よ
う

こ
れ
も

―
―
―

早
い
者
順
／

安
売
り
？

る
人
は
手
を
あ
げ
て

∃
―
シ
、
本
日
は

１０
名
様
に
か
ぎ
り

高
級
羽
毛
布
団
を

四
割
引
き
で

売
り
ま
し
よ
う
ね

早
い
者
順
で
す
ヨ
／

ヽ
て
´
ノ
．

で
き
ま
す
ｃ

詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

８
■
―

一
一
一
一

（代
表
）
、
二
―

一

七
九
二

（直
通
）

へ
お
‐―――
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
ｃ

数日後

一

ど

う

し

よ
う

～

息

子

に

し

か

ら

れ
る

ハ
ィ
ヽ

′

　

ヘ

日
用
品
や
、
食
料
品
の
安
売
り
、
あ

る
い
は
説
明
会
を
す
る
、
と
の
名
目
で

人
を
集
め
、
閉
め
き
っ
た
場
内
で
熱
狂

的
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
商
品
を
買

わ
せ
る
商
法
で
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の

巧
み
な
話
術
に
の
せ
ら
れ
、
気
が
つ
い

た
ら
高
額
商
品
の
購
入
を
し
て
い
た
と

い
う
も
の
で
す
。

健
康
の
た
め
に
良
い
と
い
わ
れ
る
食

品
や
、
磁
気
を
使
っ
た
健
康
用
器
具
、

ふ
と
ん
セ
ッ
ト
な
ど
、
何
か
と
心
配
に

な
る

「健
康
」
に
つ
い
て
の
商
品
が
多

い
ょ
う
で
す
。

商
品
を
買
っ
て
か
ら

「
し
ま
っ
た
」

と
後
悔
し
な
い
よ
う

「
た
だ
よ
り
高
い

物
は
な
い
」
と
考
え
て
、
こ
の
よ
う
な

怪
し
げ
な
会
場
へ
は
近
づ
か
な
い
こ
と

で
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
巧
み
な
話
術
や
、

誇
大
な
商
品
宣
伝
に
の
せ
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
商
品
の

情
報
収
集
や
正
し
い
契
約
の
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

十
月
二
十
日

ス ー フ

薔

平田
医院

高森郵便局

高森保育園

産 交 バ ス
ターミナル

一高森中学校

高

/
研
森

農
協
か
ら
警
察
官
生
活

へ
、
御
船
警

察
署
公
安
係
を
振
り
出
し
に
菊
池
、

八
代
、
熊
本
南
署
な
ど
刑
事
畑

一
本

の
ベ
テ
ラ
ン
。

「
住
民
の
協
力
が
な
け
れ
ば
警
察

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
し
、
地
域
の
人

に
頼
り
に
さ
れ
る
警
察
で
な
け
れ
ば

ほti堕蒻 高
森
警
察
署
長
に
な
ら
れ
た

橋

本

芳

治

氏

実
感
が
わ
い
て
き
ま
し
た
」

八
月
二
十
日
、
熊
本
南
署
副
署
長

か
ら
新
署
長
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
二
十
七
年
、
球
磨
郡
上
村

「大
自
然
に
囲
ま
れ
て
勤
務
で
き

る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
ヶ
。
南
郷

の
人
は
人
情

豊
か
と
聞
い

て
い
ま
し
た

が
、
着
任
し

て

一
ヵ
月
余

り
各
地
区
の

人
と
接
し
て

み
て
、
そ
の

ン
な
ど
幅
広
く
お
持
ち
で
、
今
度
は

ゴ
ル
フ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
と
の
こ

と
。
家
族
は
、
徳
子
夫
人
（
四
八
）と
シ

バ
犬
。
五
十
五
歳
。 な

り
ま
せ
ん
」

三
十
三
年
の
経

験
か
ら
、
弱
者
で

あ
る
地
域
住
民
の

味
方
に
な
る
警
察

を
目
指
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
趣
味
は

囲
碁
、

マ
ー
ジ
ャ

催

眠

商
法

|~~

|

ブ ニ
0

あ
ば
あ
ら
や
ん
に
は

特
別
大
サ
ー
ビ
ス
／

こ
の
紙
に

住
所
と
名
前
を

書
い
て

投票者
駐車場

投票者駐車場::

8

′ ′
′

ヽ
ヾ

ヽ ヽ

ｔ

、

‐
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地
震
想
定
し
防
災
演
習

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
消
防
、
婦
人
会
合
同

負
傷
者
救
助
と
通
信
回
線
復
旧

二
日
午
前
九
時
か
ら
南
阿
蘇
国
民
休
暇

村
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
ブ
ロ
ッ
ク
の

高
森
、
蘇
陽
な
ど
六
つ
の
電

報

電

話

局
、
町
消
防
団
、
阿
蘇
広
域
消
防
組
合

高
森
校
区
婦
人
会
か
ら
約
二
百
人
と
、

車
両
二
十
台
が
参
加
し
、
ま
ず
消
防
団

消
防
署
、
婦
人
会
が
実
際
に
小
屋
を
燃

や
し
て
の
消
火
作
業
、　
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
を
使
っ
て
車
に
取
り
残
さ
れ
た
負

傷
者
の
救
出
や
炊
き
出
し
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
員
に
よ
る
通
信

回
線
の
復
旧
訓
練
に
移
り
、
穴
建
車
、

バ
ケ
ッ
ト
車
な
ど
の
作
業
車
を
使
い
、

倒
れ
た
電
柱
の
立
て
直
し
、
切
断
さ
れ

た
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
架
設
が
手
際
よ
く

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
無
線
機
の
ア

ン
テ
ナ
も
立
て
ら
れ
、
熊
本
支
社
と
の

通
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

届

出

の

方

法

こ
の
届
書
は
、
第
二
号
被
保
険
者
に

該
当
す
る
人
が
、
六
十

丁
年
一
月
末
日

ま
で
に
町
役
場
の
窓
口
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
届
出
に
際
し
第
二

号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

手
際
よ
く
進
め
ら
れ
た
回
線
復
旧
訓
練

南
郷
谷
を

中
心
に
し
た

群
発
地
震
に

よ
り
、
負
傷

者
と
火
災
が

発
生
、
通
信

設
備
も
被
害

を
受
け
、
高

森
―
色
見
、

高
森
―
立
野

間
が
不
通
に

な
っ
た
場
合

を
想
定
し
た

防

災

演

習

が
、
九
月
十

ど
が
受
け
ら
れ
る

「第
三
号

被

保

険

者
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る
方

々
に
、
そ
の
資
格
の
切
替
の
た
め
十
月

の
終
り
に

「
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保

険
者
現
況
届
」
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
ら
れ
ま
す
。

〓
二
三

〓
Ｅ

三

〓
≡

〓
二
一〓
ヨ
三
三

≡

三

〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
〓
三

三

三
〓
三

三

〓
三
Ξ

三

〓
〓

三

〓
三

三

〓
〓
〓
〓
〓
〓
ヨ

三

〓
三

三

三

三

〓
Ξ

〓
≡

三

三

三

三
三

三

三

三

〓
〓
三

〓
三

〓
三
〓
〓
〓
三

三

〓
〓
三

三

三

三

〓
三

Ξ

〓
Ξ

Ξ

三

三

〓
Ｅ

〓
三
三

三

〓
三

三

三

〓
Ξ

Ξ

〓
〓
三

二
三

〓
三

三

三

三
三

〓
〓
三

囃
鸞
奪
心
飩
儀
麟
鸞
Å
靱

撃
一Ψ
絨
―
マ
プヽ
靱
懃
さ
ん
鍾
蝙
軋
颯ヽ
鸞

現
在
、
あ
な
た
が
加
入
さ
れ
て
い
る

国
民
年
金
は
、
六
十

一
年
四
月
か
ら
改

正
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
で
、
厚
生
年
金
保
険
ま
た

は
船
員
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
ご
主
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん

（専
業
主

婦
）
は
、
個
人
で
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
な
く
て
も
、
老
齢
基
礎
年
金
な

●

●

キ リしま した

南
阿
蘇
理
容
組
合

目
“

　

（
溜
渕
靖

人

支

部

日
″
　
　
長
）
と
美
容
組
合

（

尉
心
　
　
積
節
子
支
部
長
）
で

か
」
　

は
、　
九
月
軌
日
特

Ｆ
」
　

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

方
／

　

「梅

香

苑
」
を

訪

禾
目　
　
れ
、
理
髪
と
カ
ッ
ト

希悔　　̈
け「が月ス嘘」崚

合
合
　
　
ク
シ
の
日
に
ち
な
ん

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
お
年
寄
リ

約
二
時
間
も
す
る
と
プ

ロ
の
腕
前
で

約
五
十
人
の
お
年
寄
り
の
頭
は
ス
ッ
キ

リ
、
鏡
に
自
分
の
姿
を
写
し
て
満
足
気

に
ニ
ッ
コ
リ
し
て
い
ま
し
た
。

接
勤
め
先
か
ら
役
場
に
郵
送
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
い
人

次
の
人
は
届
書
の
用
紙
が
送
ら
れ
て

き
て
も
提
出
す
る
必
要
は
あ

り

ま

せ

ん
。▽
ご
主
人
が
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
▽
厚
生
年
金
な
ど
の
障
害
年
金

・
遺

族
年
金
の
受
給
者

▽
学
生

Ｗノ　
一獅辮一　　で行
ったも
ので、

２・　理美　　一一麺湘４Ｍ嘲ｒ叶

た
。
午
前
九
時
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
会
場
の
食
堂
で

は
こ
の
日
を
待
ち
か
ね
て
い
た
お
年
寄

り
た
ち
が
順
番
待
ち
。
頭
を
刈
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
顔
見
知
り
の
理
容
師
と

世
間
話
し
を
す
る
な
ど
い
か
に
も
う
れ

し
そ
う
。

こ
と
が
で
き
る
書
類

（健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
と
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
ご
主
人
の
年
金
手
帳
）
を
提
示
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ご
主
人
の
勤
め
先
で
、
届

書
に
あ
な
た
が
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
も
ら
っ
た
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
添
付
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

届
出
期
間
中
は
、
多
数
の
方
々
の
届

出
が

一
時
的
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、

役
場
の
窓
日
が
た
い
へ
ん
混
雑
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

勤
め
先
で
確
認
を
も
ら
っ
た
後
は
、
直
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盤
大
に
合
併
二
十
周
年
祝
う

高

森

町

農

協

＝

＝
＝

賑
わ
っ
た
バ
ザ
ー
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
続
い
て
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移

り
、
婦
人
部
の
踊
り

や
、
場
内
を
沸
か
せ

た
青
年
部

の

コ
ン

ト
、
各
地
区
の
歌
自

慢
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ

ー
な
ど
で
遅
く
ま
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
農
協
は
四
十
年
四
月

一
日
、高
森
、

色
見
、
草
部
の
三
農
協
が
合
併
し
て
発

足
。
現
在
は
正

・
准
組
合
員
が
千
百
三

十
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
０

【功
労
者
表
彰
】
　
岩
下
雅
喜

（高
森

・
森
）
　

渡
辺
成
実

（高
森

。
上
在
）

野
中
満

（色
見

・
戸
狩
）
　

荒
牧
辰
雄

（上
色
見

。
前
原
）
　

幸
野
敏
光

（草

部

・
灰
原
）
　

甲
斐
厚

（矢
津
田
・
高

尾
野
）
　

小
崎
信
幸

（草
部

・
灰
原
）

森
田
元
男

（高
森

・
冬
野
）

松
尾
敏

雄

（高
森

。
上
在
）
　

下
田
末
久

（高

森

・
森
）
　

佐
藤
次
俊
（高
森

。
上
在
）

故
後
藤
則
利

（上
色
見

・
洗
川
）
　

故

工
藤
公
昭

（色
見

・
山
鳥
）

【
ミ
ス
農
協
】
　
本
多
小
百
合

（矢
津

田
・
赤
羽
根
）

【畜
産
品
評
会
】
　
津
留
桂
司

（高
森

・
津
留
）１０

月

２７

日

は

自
衛
隊
記
念
日

記
念
行
事
に
ど
う
ぞ

自
衛
隊
記
念
日
の
十
月
二
十
七
日
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
健
軍
駐

と
ん
地
で
観
閲
行
進
や
器
械
展
示
な
ど

の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は

ど
な
た
で
も
入
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
、
パ
レ
ー
ド

な
ど
の
野
外
行
事
は
中
止
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
健
軍
駐
と
ん
地

高
森
町
農
協

（後
藤
宗
味
組
合
長
）

の
合
併
二
十
周
年
を
祝
う
記
念
農
業
祭

が
、
八
月
三
十

一
日
、
九
月

一
日
の
両

日
野
菜
集
荷
場
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

九
月

一
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
式
典
に
は
約
二
百
人
が
出
席
。

功
労
者
表
彰
の
あ
と
、
後
藤
組
合
長
が

「
二
十
周
年
を

一
つ
の
節
目
と
し
て
、

高
森
農
業
の
確
立
に
が
ん
ば
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
、
瀬
井
町
長
ら
が
来
賓
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

野
菜
集
荷
場
と
林
業
セ
ン
タ
ー
前
広

場
に
は
婦
人
部
の
バ
ザ
ー
、
青
年
部
の

赤
牛
の
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
設
け
ら
れ
、
大
勢
の

家
族
づ
れ
が
つ
め
か
け
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
広
場
の

特
設
舞
台
で
畜
産

品
評

会
、
ミ
ス
農
協
の
表
彰
式

（
８
●
九
六
―
三
六
八
―
五

一
一
一

曲
線
―
広
報
班
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

一に
一ご
‐、・。

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
記
念
式
典

●

●
交
通
安
全
立
看
板

コ
ン
ク
ー

ル

高
森
支
部
の
作
品
が
優
勝

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
行
事
の

一
つ
、
交
通
安
全
立
て
看
板
コ
ン
ク
ー

ル
が
九
月
二
十
日
、
阿
蘇
南
部
地
区
交

通
安
全
協
会

（
田
代
新
祐
会
長
）
の
主

催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

五
月
の
全
国
植
樹
祭
の
際
に
使
わ
れ

た
縦
二
・
四
ノ
、
横
〇

。
九
研
の
交
通

規
制
表
示
板
を
再
利
用
し
た
も
の
で
、

高
森
警
察
署
管
内
の
十
六
の
支
部
ご
と

に
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結
果

ヘ
ル
メ
ッ

ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
訴
え
た
高

森
支
部
の
作
品
＝
写
真
―
が
優
勝
し
ま

し
た
。
各
支
部
の
作
品
と
も
、　
ユ
ニ
ー
ク
な

標
語
や
図
案
を
使

っ
た
力
作
ぞ
ろ
い
で

内
容
は
九
月
に
法
改
正
さ
れ
た
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
に
関
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

一
颯

一ξ
，
％
．
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〓


